
日本植物病理学会 会員各位 

“「若手の会」の統合を目指して” 世話人一同 

「若手の会」の統合を目指して 「第一回 植物免疫システムを考える」 
 

 立春の候、皆様ますます御隆盛のこととお慶び申し上げます。 

 さて、日本植物病理学会では、これまでいくつかの地域部会において学生および若手会員が互いに情報交換し、親睦・

交流を深める場として「若手の会」が開催されて参りました。「若手の会」を通じた活動やそこで築いた人間関係は植物

病理学の発展に有形無形の貢献をしてきたのではないでしょうか。そこで我々世話人一同は、この記念すべき100周年記

念大会において、新たに全国レベルで統合した「若手の会」創設を目指した勉強会を企画し、今後の我が国の植物病理学

の益々の発展に貢献しうるプラットホームを構築しようと考えました。第一回として、特に「植物免疫システム」に関し

て同分野でご活躍中の若手会員の方々にご講演をお願いし、参加者一同で議論や交流を深める場にしたいと考えておりま

す。講演終了後には懇親会も企画しております。幅広い分野にわたる植物病理学会の良さを生かしたヘテロで活発な議論

や交流を世話人一同期待しております。初めての活動で至らない点もあるかと存じますが、学生の方々および若手研究者

の皆様には、この機会にぜひ奮ってご参加ください。（今回は、特に年齢制限等は設けません。） 

 

<日時>	 平成27年3月30日(月) 18:00～20:30 

<会場>	 明治大学駿河台キャンパスリバティータワー1022教室（２階）<※1021教室から変更になっています。> 

<参加費> 無料 

<プログラム（敬称略）> 

18:00~ ご挨拶 

18:05~ 八丈野孝（愛媛大学）   「オオムギうどんこ病菌が分泌するAVRエフェクターの探索」 

18:35~ 西條雄介（奈良先端科学技術大学院大学）「デンジャーシグナル認識による植物の生体防御」 

19:05  休憩 

19:15~ 門田康弘（理化学研究所）   「生化学的アプローチから見えてきた植物免疫受容体からの情報伝達」 

19:45~ 中神弘史（理化学研究所）   「薬剤師が植物免疫システムを考える」 

20:15~20:30 総括および総合討論 

<懇親会> 秋葉原駅（会場最寄りのJR御茶ノ水駅より一駅2分）近辺において21:00より開宴予定。 

会費：学生2000円、その他5000円程度、申込み期限：3月20日 （定員に達し次第、受付終了いたします。） 

<参加申し込み>	 ①氏名、②所属、③学年／職位、④e-mailアドレス、⑤研究テーマ、⑥懇親会参加の有無、を明記の上、   

以下までメールにてお願いします。  

別役重之 <betsuあbs.s.u-tokyo.ac.jp>（”あ”を@に変換してご利用ください。問い合わせ先も兼ねます。） 

※	 懇親会ご参加の場合は3月20日までにお申し込みください 

※	 講演は空きがあれば当日参加も可能（必ずしも空きがあるとは限りません。） 

<世話人> 

石賀康博（筑波大）、小松健（東京農工大）、清水将文（岐阜大）、関根健太郎（岩手生工研）、別役重之（JST さきがけ/

東京大）（あいうえお順） 


